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子育てしやすい

まちって

どんなまち？
 “おうめの未来” をみんなで語り合う「ぷらっとカフェ」。

今回は私たちUDON（市民グループ）が運営を担当しました。

開催当日の様子をみなさんにご報告します！

2014 年 1 月からはじまった「ぷらっとカフェ」

は青梅市役所主催のワークショップです。2 カ月

に一度、“おうめの未来” をめぐり毎回異なるテー

マで対話～交流が行われてきました。過去 12 回

のテーマは、子育て、移住、観光、定住、治安、

コミュニティ、教育、空き家対策 etc.

このチラシを閲覧後は、

「こんな事を青梅でも行ってるんだ！」と

皆さんで情報を共有しつつ、少しずつではあり

ますが青梅を盛り上げて行きましょう！
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ご家族やお友達に紹介しつつ、
チラシは次の新しい方にお渡
し下さい。

ちなみに「ぷらっと」は「プラットフォーム」から。

人々が集い、出会い、なんでも語り合える場 ＝ 

「プラットフォーム」になれますように－－。ど

なたでも参加できる “みんなのカフェ” です！

【日時】12 月 3 日（土） 0 9 : 3 0 ～ 1 2 : 3 0
【場所】青梅市役所 2 F 喫茶コーナー
【参加】12 名（約 1 / 3 が初参加）
【会費】10 0 円（お茶代）
【主催】青梅市役所／運営：UDON

市民ファシリテーター
～ イクちゃんのつぶやき ～
話し合いの場を中立な立場で進行をするファシリテーター。

青梅市と羽村市は共同でファシリテーター養成講座を開催してい

ます。私もⅠ期修了生。（チーム UDON はそのご縁）現在 2 期目

の講座が進行中。自治体で市民向け養成講座を実施しているのは

大変珍しいそうです。青梅は今までぷらっとカフェのファシリテー

ターに津屋崎ブランチの山口覚さんをお招きし、2 年にわたりワー

ルドカフェというスタイルで実施してきました。話し合いの場は

ワールドカフェで多様な価値観に触れた 2 年間。そこから広がっ

たつながり。それを大切にしつつさらに色んなスタイルの対話の

が場生まれることを願って、今後も活動していきたいと思います。

今後も私たち UDON は「ぷらっとカフェ」をはじめとするワーク

ショップの運営など、広くソーシャルな活動を続けていきたいと

思っています。

私たちの「目標」ですか？メンバーそれぞれの想いもあるようで

すが、共通しているのは「いま、このニュースレターをお読みの

みなさんとぜひ一緒にやっていきたい」です！
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Sp e c i a l  t h a n k s !

「ぷらっとカフェ」は対話～交流の場です
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○  「子育て楽しかったよ」というお話が参加者
　  の方々から聞けてこれからが楽しみになりま
　  した。

○  子育て真っ只中のママ達でもう一回話してみ
       たい。

○  子どもは地域みんなで育てる。
　  地域のあり方が大切だと再認識させてく
　  れたぷらっとカフェでした。

○  世代の交流、異年齢のつながり、そんな
      場が地域には必要なのでは？

子育て中の人、予備軍の人、終えた人などそれぞ
れの立場で「子育て」を考えました。

（＊2）講師は浦山絵里さん
　　　（ひとづくり工房 esuco 代表、ナースファシリテーター） 

 私たち UDON は、昨年 12 月～今年 2 月に開催された、

青梅市・羽村市共同事業「ファシリテーター養成講座」

（＊2）修了生がゆる～く集まった市民グループです。

今回の「ぷらっとカフェ」運営では青梅・羽村市在住

の 3 名が中心となり、他のサポートメンバーの参加も

あります。ファシリテーターとは「場の進行役」のこと。

養成講座は今年度も開催しています。

1 .  「子育て」とは？

2 .  自分と子育ての関係性

3 .  子育てしやすい

　  まちって？

4 .  困っている・大変な事

5 .  話してみたいテーマ

運営チームの紹介　What's UDON!?

書く、見る、話す、そして聴きあった3時間！

参加者からの声

Report!

Voices!

Pick up!

「子育てとは？」「自分と子育ての関係」というお題から対

話がスタート！

今回は女性より男性の参加が多く、また子育て未経験者の

方々も参加してくださりました。どんな話になるかと思い

きや、どのテーブルからも盛んに声が聞こえてきます。そ

こから現在の「子育てしやすさ度」を 5段階で評価！ (＊1)

どのテーブルも 3 以上としやすさ度は比較的高得点という

結果に。その後「子育てのしやすさ」について思いつくだ

け書き、仕分け作業を行いました。仕分けられない地域の

あり方や助け合いの部分も多く出ていました。

最後は皆さんの話したいテーマで本日最後の話す、聴く。

今日から自分が出来る事を宣言して休日の朝 3 時間が終

了！
（＊1）青梅市以外からの参加もあり、自分が住んでいるまちの子育て
　　　しやすさ度を評価をしてもらいました。

参加者は 4 名 × 3 テーブルに分かれ、ファシリテーターの進行によって対話を進めて（深めて）いき

ました。ルールは「相手の話をよく聞く」「否定はしない」。まずはウォーミングアップ。各テーブル内

で一人ずつ A4用紙に子供の頃の冬の遊びなど各項目を記入し自己紹介！　

ハイライトシーン

当日のプログラム

【 「子育て」とは？ 】

お題 2【 子育てしやすいまちって？ 】

お題 3【 子育で困っていること。大変なことって何ですか？ 】 

・これから経験することかな？

・想像できない

・真っ只中 ・育てられた

・現在協力中

・大変だった

・楽しかった！

きっと「子育て」って楽しいばかりではなく大変なこと、困っていることもあるのでは？
とそれぞれの立場で想像、経験も含め、思いつくまま挙げていただきました。

・協力してくれる大人がいる

・お気にいりの場所がある

・子どもに人がやさしい町

・治安が良く、安心安全

・自然が豊か

・多様性

子育てのしやすって何？？子育てのしやすさって
○○よね。できるだけたくさん、はいどうぞ！

お題 1


